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あらまし：筆者らは，大学初修中国語教育のためのブレンディッドラーニング環境の構築において，スマ

ートフォンを利用した新たな学習形態である Mobile Microlearningとその設計原則に注目し，それによる
対面授業と連携したスマートフォン利用復習教材の設計手法と実教材の開発を目指している．本稿では，

スマートフォンの音声認識機能と録音再生機能を活用した音読練習用アプリ教材の開発手法を中心に報

告する． 
キーワード：大学初修中国語，ブレンディッドラーニング，スマートフォン利用復習教材，教材開発，ア

プリ 
 
 
1. はじめに 
第二外国語としての初修中国語は，その言語学的

な特徴に加え，授業時間数の制約もあり，授業後の

自習，特に音声面を重視した自習が不可欠である．

これに対し，我々は ICTを活用し，通常の対面授業，
授業後 e ラーニングによる復習，及び次回の授業に
行うテスト・発展学習からなる 3段階学習プロセス
のブレンディッドラーニング（Blended Learning；以
下 BL）を提案，実践し，一定の効果を確認した． 
一方，急速なスマートフォンの普及につれ，短時

間でも随時随所で学習できるスマートフォン用教材

に対する要望が高くなっている．しかしながら，大

学初修中国語の授業と連携した BL のためのスマー
トフォン利用復習教材はこれまで開発されていない

上，スマートフォンの特性を活かした，新たな学習

形態に対応して設計された教材は少なく，その設計，

開発の手法も必ずしも明らかにされていない． 
そこで我々は，初修中国語 BL において，効果的

な学習を実現するために，スマートフォン利用の新

たな学習形態である Mobile Microlearning とその設
計原則に着目し，それに基づいて BL のためのスマ
ートフォン利用復習教材の設計方針を作成するとと

もに，実教材の設計，開発に取り組んだ(1)． 
提案 3段階学習プロセスによる BLでは，復習は，

授業で十分に行うことができない練習を中心に行い，

学習事項の定着を図ると同時に，次回の授業の発展

学習につながるものである必要がある．そのため，

復習内容は，授業内容と連携した単語練習，音読練

習，文型練習，聞く練習となっているが，本稿では，

音読練習を取り上げ，スマートフォンの音声認識機

能と録音再生機能を活用した本教材音読練習の開発

手法，及び学習履歴の管理方法ついて，主に技術的

な面から報告する． 
 

2. 音読練習の設計と開発 
2.1 設計 
音読練習は，授業で学習したスキット会話のリピ

ーティングとシャドーイングを行うもので，音読用

動画を提供するとともに，スマートフォンの機能を

活用し，学習者の発音の録音と再生，さらに「力試

し」として発音判定を行うことにより，学習者の動

機づけを高める効果的な練習を目指している（図 1，
2，3）． 
2.2 開発 
今回は，多人数学習者の一斉利用によるサーバー

への負荷を抑制し，動作速度が速く，またライブラ

リが組み込めるなどの利点から，ネイティブアプリ

で開発し，さらに， iPhoneと Androidの双方で利用
可能とするため，iOS と Android それぞれのアプリ
を開発することとした． 
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図 1 リピーティング画面 図 2 発音判定画面 

 
2.3 実装 
まず，動画再生機能については，YouTube にアッ

プロードされた動画を，OS提供の動画再生用フレー
ムワークを使用してアプリ内でストリーミング再生

するが，iOS は動画 URL の解析に HCYoutubeParser
を利用している．以上により，動画再生が即時的に

可能となり，さらに，動画の保存が不要となること

で，容易に練習を行うことができる． 
次に，録音，再生機能については，アプリ内から

スマートフォンデバイスのマイクにアクセスして録

音を行い，録音したデータをアプリ内で mp3ファイ
ルとして保存し，再生ボタンで再生できるようにし

ている．これにより，学習者が容易に自分の音声と

ネイティブの音声を聞き比べ，自身の発音を確認で

きるようにすることで，自律的な学習の促進が期待

できる． 
一方，発音判定機能については，OSから提供され

ている音声認識用のフレームワーク（ Speech 
Framework，Speech Recognizer）を使用するとともに，
それを中国語設定で認識させ，問題と音声の文字列

が一致するか否かで判定をしている．これにより，

学習者が自身の発音がどのように認識されたかを把

握できるようにすることで，主体的な学習を促すこ

とが期待できる． 
 

3. 学習履歴の管理方法 
2 章に示す「力試し」などの回答履歴は，アプリ

内に蓄積され，これまでの正解率が確認できるとと

もに，リセットで何度でもチャレンジ可能とするこ

とで，刺激とフィードバックを与え，動機づけを高

めるようにしている（図 4）．さらに，本教材では，
学習した日時，所用時間，得点は，サーバーに送信

され，LAMP環境で動作するWebの管理画面から確
認可能としている．この学習管理システムにより，

教員による学習状況の把握だけでなく，学習者自身

も学習の進捗状況や復習課題の得点の確認が可能と 

  
図 3 合否結果画面 図 4 正解率画面 

 

 
 

図 5 学習履歴画面 
 

なる．これにより，学習者の達成動機を刺激すると

ともに，得点を成績評価にも反映させることで，外

発的な動機づけとしている（図 5）． 
 
4. まとめ 
本稿では，初修中国語 BL のためのスマートフォ

ン利用復習教材の開発について， スマートフォンの
音声認識機能と録音再生機能を活用した音読練習の

開発手法を中心に報告した． 
今後は，実証実験を通して開発した教材の有効性

を検証する予定としている． 
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